
（
金
融
機
関
に
対
し
）
指
摘
し
指
導

す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

銀
行
等
の
対
応
に
納
得
が
で
き

な
い
場
合
は
金
融
庁
の
相
談
窓
口

の
活
用
を
！

金
融
庁
相
談
窓
口

０
３
（５
２
５
１
）６
８
１
１

で
す
よ
』
と
い
う
の
は
ダ
メ
で
す
」

と
金
融
機
関
の
対
応
に
つ
い
て
の

考
え
を
示
し
、
「
場
合
に
よ
っ
て
は

金
融
庁
・
信
用
制
度
参
事
官
室
の

高
木
悠
子
課
長
補
佐
は
「
金
融
円
滑

化
法
で
定
め
て
い
る
負
担
軽
減
に

は
、
返
済
期
間
の
延
長
や
元
本
据
え

置
き
な
ど
が
あ
る
が
、
金
利
引
下
げ

も
入
っ
て
い
る
」
と
認
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
お
客
様
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
く
だ

さ
い
と
い
う
こ
と
。
『
全
部
ダ
メ
で
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日本共産党浦安市議団
市役所内控え室（議会棟１階）
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金
融
円
滑
化
法
で
は
住
宅
ロ
ー
ン
借
入
者
か
ら
の
負
担
軽
減
の

申
し
出
に
対
し
、
金
融
機
関
は
で
き
る
限
り
返
済
条
件
の
変
更
な

ど
に
努
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
間
引
下
げ
を

大
手
銀
行
な
ど
が
拒
否
す
る
事
例
が
日
本
共
産
党
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
１
日
、
是
正
と
指
導
を
金
融
庁
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

☆☆☆見える市政・身近な市政・みんなの市政☆☆☆ http://www.jcp-urayasu.com/

三番瀬に面した浦安市の護岸は、建設されてから 50 年近くたって

いる部分（美浜～入船 4 丁目地先）があり、耐震強度について不安

が生じています。日本共産党浦安市議団は 8 日、千葉県に対し護岸

の安全確保と調査の実施を求め、申し入れを行ないました。

対応された県土整備部河川整備課・河川環境課は、「第二期埋め立

て部分（日の出護岸）は新耐震基準対応だが、第一期埋め立て部分

（入船護岸）については建設当時の旧耐震基準となっている」との

説明。ところが同じ旧耐震基準での建設部分である舞浜ディズニー

リゾートに面した護岸部分は現在耐震化工事が進行中であり、平成

26～27 年に工事が完了する予定であることも明らかになりました。

党市議団が「住んでいる住民が不安を感じている」「地震で倒壊し

たときに、住宅密集地の入船などは大丈夫なのか」と質したのに対

し、「現在の耐震基準をクリアしてい

るかどうかは調査していないが、予算

の関係で現在は事業化されておらず、

調査をする予定もない」「浦安市の調

査（平成 16 年）ではあと 30 年もつ

とのこと」と述べています。住民の生

命・財産を守る自治体として市は裏づ

けとなる調査とデータを示し、県に不

安を解消する対策を求めるべきです。 県に要請する市議団（8日）



10
日
に
告
示
さ
れ
た
３
月
議
会
に
消
防
の
広
域
化
に
つ
な
が
る
議
案
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
６
市
（
松
戸
、
市
川
、
野
田
、
流
山
、
鎌
ヶ
谷
、
浦
安
）
共
同
の
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
松
戸
市
消
防
局
に
設
置
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
市
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
最
前
線
の
活
動
の
拠
点
で
あ
る
消
防
に
と
っ
て
、
指
令
共
同
化

は
国
の
進
め
る
「
消
防
広
域
化
」
へ
の
地
な
ら
し
で
す
。

日
本
共
産
党
は
国
の
定
め
た
「
消
防
力
整
備
指
針
」
の
基
準
よ
り
は
る
か
に
不

足
し
て
い
る
職
員
数
や
消
防
車
両
の
充
足
を
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
各
自
治
体
が
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
消
防
力
は
、
「
消
防
力
の
整
備
指
針
」

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
が

大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
人
口
に
対
す
る

消
防
車
の
台
数
な
ど
は
少
な
く
て
す
む
よ
う

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
広
域
化
さ
れ
て
消
防

本
部
の
管
轄
人
口
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
、

整
備
し
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
人
口
５
万
人
の
場
合
ポ
ン
プ
車
は
４
台

必
要
で
す
が
、３
０
万
人
で
は
１
４
台
で
す
。

５
万
人
の
消
防
本
部
が
６
つ
あ
る
と
２
４
台

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
３
０
万
人
の
広
域
化

が
実
現
す
れ
ば
、
１
０

台
も
少
な
い
１
４
台
で

す
ん
で
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

す
で
に
浦
安
市

で
は
先
行
し
て
い

る
デ
ジ
タ
ル
化
と

今
回
の
共
同
指
令

化
を
あ
わ
せ
る
と

県
全
体
で
１
３
０

億
円
を
超
え
る
負

担
が
市
町
村
の
31

消
防
本
部
に
か
か

っ
て
き
ま
す
。

今
急
ぐ
べ
き
は

国
の
整
備
指
針
さ

え
満
た
し
て
い
な

い
消
防
救
急
体
制

を
充
足
率
１
０
０

％
に
し
て
い
く
こ

と
で
す
。

発
生
か
ら
６
．
５
分
。
こ
れ
を
確
保
す
る
た

め
に
は
地
域
密
着
型
の
消
防
力
整
備
が
必
要

で
す
。
現
在
６
市
で
11
ヶ
所
の
消
防
本
部
で

受
け
て
い
る
通
報
処
理
が
１
ヶ
所
に
ま
と
め

ら
れ
る
た
め
、
こ
の
到
着
時
間
に
も
不
安
が

残
り
ま
す
。

今
で
も
下
表
の
と
お
り
ポ
ン
プ
車
、
救
急

車
等
が
不
足
し
、
全
国
平
均
か
ら
も
大
き
く

遅
れ
て
い
る
浦
安
市
の
消
防
力
。
基
準
ど
お

り
に
整
備
す
る
こ
と
こ
そ
が
急
が
れ
ま
す
。

職
員
の
充
足
率
も
、
７５
．
９
％
と
低
い
国

平
均
よ
り
も
さ
ら
に
10
％
以
上
も
下
回
り
、

消
防
車
両
に
乗
務
す
る
隊
員
数
も
基
準
よ
り

少
な
い
状
況
も
。
ポ
ン
プ
車
が
基
準
５
名
に

対
し
４
名
、
救
助
工
作
車
と
は
し
ご
車
は
２

台
で
９
名
に
対
し
７
名
で
対
応
な
ど
、
隊
員

の
臨
時
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
自
動
車
は
正
規
の
４
隊
の
ほ
か
に
消

防
隊
員
の
乗
り
換
え
に
よ
る
第
５
隊
と
予
備

車
両
の
１
台
（
現
在
は
使
用
せ
ず
）
の
合
計

６
台
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
６
台
全
て
が
出

払
っ
た
ケ
ー
ス
は
平
成
19
年
度
で
１
回
、
２０

年
度
で
３
回
、
21
年
度
で
７
回
で
す
。

今
は
千
葉
県
内
に
31
あ
る
消
防
本
部
が

そ
れ
ぞ
れ
消
防
・
救
急
の
通
報
を
受
け
て

出
動
指
令
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
千
葉
市
と
松
戸
市
の
消
防
本
部
２
ヶ
所

に
ま
と
め
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
す
。

浦
安
市
が
入
る
グ
ル
ー
プ
の
６
市
の
総

面
積
は
２
９
４
．
６
３
平
方
キ
ロ
で
、
浦

安
市
の
１
７
．
３
５
倍
、
ま
た
人
口
は
１

５
５
万
９
４
６
１
人
で
、
浦
安
市
の
９
．

４
８
倍
に
も
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
広
大
な

地
域
を
た
っ
た
１
ヶ
所
で
通
報
を
受
け
、

６
市
の
職
員
が
合
同
で
各
地
に
指
令
を
出

す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
指
令
員
が
土
地

勘
の
な
い
地
域
を
担
当
し
た
場
合
等
々
、

現
場
に
不
安
や
危
惧
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
損
害
は
、
「
全
焼
」
「
半

焼
」
「
部
分
焼
」
ま
た
は
「
小
火
（
ぼ
や
）
」

に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
損
傷
部
分
の
修
復

で
す
む
「
部
分
焼
」
に
と
ど
め
る
こ
と
を

目
標
に
消
防
署
所
の
配
置
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
許
容
時
間
は
火
災

平成 22 年４

月１日現在

基準数 現有数 充足率（％）

浦安市 国平均 県平均

ポンプ車 ８台 ５台 ６２．５ ９６．３ ９２．５

救急自動車 ６台 ４台 ６６．７ ９９．１ ９５．８

消防職員 ２７０人 １６８人 ６２．２ ７５．９ ７１．１

署所 ５ヶ所 ３ヶ所 ６０．０ ― ―


